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発表の経緯 

• 東京都公衆浴場組合で「銭湯マイスター制
度」が始まり、小生もマイスター資格（銭湯検
定2級）を有していますが、今年から本格的に

マイスターのボランティア活動を促進するとい
うことで、あらためて自分の銭湯マニア史を振
り返ってみることにしました。 



マニアになった経緯 

家風呂にはない魅力 
• 品川区中延で初めて一人暮らしを始めた時の銭湯が軟
水風呂。入浴中の肌触りが経験のないもので、衝撃を
受けた。その後も森林浴や激熱風呂などに出会い、銭
湯にハマる。 
 

ジョギングと入浴 
• ジョギングを続ける人はだいたいが酒飲み。酒飲みでな
い自分がジョギングを続ける理由は大きな風呂。 
 

町歩き 
• 銭湯めぐりで下町をたくさん歩く中で、町歩き自体も趣
味に。 



記録開始の経緯 

• 中延在住時は1人暮らしのひそかな楽しみ 
 

• 実家に帰り、家風呂にはない銭湯の良さを見直し、1997年
に銭湯メーリングリストに参加し、文章記録を開始。ほぼ
同時にホームページも開設。メーリングリストとホームペー
ジのベースは現在も続く。 
 

• MLに加え、SNSコミュなどで廃業情報入手が容易になった。 
 

• 銭湯組合がお遍路マップを発行したことで計画的な銭湯
めぐりができるようになった（銭湯マップ自体はそれ以前か
ら存在）。スタンプラリーなどでさらに銭湯ファンが増えて
いる。 



現在の訪問記録状況 

2017/1/8現在 

• 総軒数：1366軒（銭湯以外を含む） 

• 東京都（23区）：838軒（23区中18区制覇） 

• 東京都（都下）：93軒（全市町村制覇） 

• 千葉県：110軒（全市町村制覇） 

• 埼玉県：62軒 

• 神奈川県：112軒 



銭湯とは？（１） 
※以下は個人的な分類であり、異なる定義も存在します。 

 

一般公衆浴場（銭湯） 
• 各都道府県が設定した入浴料金（の上限。現在残る唯
一の物価統制令の適用を受けている）を順守した入浴
施設。家族経営が多い。 

 

スーパー銭湯 
• 自治体設定の料金とは独自に入浴料金を決めている入
浴施設。食事や散髪など日常的なサービスを提供する
ことはあるが、宿泊施設や大がかりな娯楽施設は持たな
い（狭義の定義。広義では健康ランドなども含める）。 

 



銭湯とは？（２） 

スパ・サウナ 
• カプセルホテルを併設した入浴施設 

 

健康ランド 
• 宴会場や大衆演劇のステージなど娯楽設備を持った入
浴施設。 

 

温泉ホテル 
• 宿泊業を本業として、入浴施設を宿泊客以外にも開放
する営業形態。 



銭湯とは？（３） 

共同浴場 

• 自噴温泉がある温泉地では、燃料費がかからない
ため、商売としてでなく地元の人たちの共同運営で
維持されている。 



銭湯ファンの形態（１） 

酒飲み入浴オタク 
• 説明不要（笑）。 

 

撮影オタク 
• 建物の外観を撮影するカメ小系。当然浴室での撮影は
できない:-) 鉄ちゃん出身者多し。 

 

お遍路マニア 
• 浴場組合の主催するスタンプラリーでのスタンプ集めを
目的とする。 



銭湯ファンの形態（２） 
廃業銭湯マニア 
• 廃業してしまうと2度と入浴できないので。 

 

ペンキ絵マニア 
• 現存するペンキ絵師は2人だけに（最近1人増えた）。最
近は絵描き作業を公開してペンキ絵作成イベントも盛ん
に。 

• ペンキ絵以外にも、銭湯は庶民芸術の宝庫（柱時計、福
助人形、タイル絵、銭湯広告、etc） 
 

熱湯マニア 
黒湯マニア/温泉マニア 



銭湯を取り巻く問題 

軒数が減っている 

• 銭湯生活者の激減 

• 後継者不足 

• 燃料高騰 

 

外国人との共生 

• マナー問題 

• タトゥー問題 



参考資料 

• DEEP ACIDの銭湯ホームページ 

http://deepacid.la.coocan.jp/sento/sento.html 

• 東京都公衆浴場組合ホームページ 

http://www.1010.or.jp/ 

• 東京銭湯お遍路マップ 

銭湯の他、大手書店でも取り扱っている。 

一部300円、スタンプラリーシート付。 



今後の予定 

• 宮造り銭湯紹介 

• ペンキ絵紹介 

• ペンキ絵師紹介 

• 銭湯グッズ紹介 


